
加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 斎場維持補修事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０５斎場管理費

細  目 ０１０斎場維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

火葬炉については、毎年２基ずつ耐火材の積み替えを行い、平成２５年度まで
に、８基全ての改修を終えたが、斎場の施設、附属設備等も老朽化しており、
計画的・効率的な整備が求められる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市斎場の利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

斎場の施設、付属設備、火葬炉等の修繕を、計画的に実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

利用者が常に斎場を快適に利用できるよう整備し、維持管理コストを最小限に
おさえ効率性を高める。

22,4494212,663

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,379

財　

源　

内　

訳

□拡充

斎場の円滑な運営管理に必要な事業である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,663

そ の 他 特 財 284

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 斎場維持補修事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 斎場管理運営事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０５斎場管理費

細  目 ０３０斎場管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

遺族の心情に配慮したきめ細かいサービスが実施され、友引の翌日や年末年始
後の受入数の増加により、日延べ件数が減少した。また、効率的・効果的な管
理運営により経費節減を図っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市斎場利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

民間事業者に委託し、利用者の心情に配慮した管理運営や環境整備を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

民間事業者に委託することにより、より効率的・効果的な管理運営を行う。

79,37885,76981,212

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 67,615

財　

源　

内　

訳

□拡充

指定管理者制度により、市民サービスの向上と経費の縮減が図られており、引
き続き指定管理者制度を継続する。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 81,212

そ の 他 特 財 13,597

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 斎場管理運営事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

件

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

265,999

成 果 指 標
分 析 結 果

例年と同水準である。

施設開館日 日 340

活 動 指 標
分 析 結 果

加古川市斎場の設置及び管理に関する条例に規定されている休場日
を除き、施設を開館した。

施設の利用件数（延べ
件数）

目 標 値

2,369

目標年度

平成28
年度

2,369

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 霊柩車運行業務助成事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成22年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０５斎場管理費

細  目 ０２０霊柩車運行業務助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

民間事業者の霊柩車を借上げ運行し、遺族の葬祭費用の負担を軽減している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

死亡者が市民で、市内で葬儀を行い、市斎場を使用する遺族

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市が民間事業者の霊柩車を借上げて運行する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

遺族の葬祭費用の負担を軽減する。

34,76035,98035,753

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 35,753

財　

源　

内　

訳

□拡充

受益者負担の観点から、平成２８年６月末をもって助成制度を廃止する。

□維持 □縮小 □改善 □統合 ■廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 35,753

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 霊柩車運行業務助成事業 部 局 名 市民部

課（室）名 市民課

％

対 象 指 標 名

霊柩車利用者数 2,3382,3452,349

成 果 指 標
分 析 結 果

霊柩車利用者のうち、霊柩車の助成を受けた者は全体の９４％である。霊柩車運行業務助成
事業の対象者となるのは、死亡者が加古川市民で、市内で葬儀を行う場合。

霊柩車助成件数 件 2,2072,2212,207

活 動 指 標
分 析 結 果

高齢化社会の到来に伴い、霊柩車の利用数も増加すると考えられ
る。

霊柩車助成率

目 標 値

94.6

目標年度

平成28
年度

94.494.794

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 育苗園管理運営事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ０１５育苗園管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

緑化意識の高揚により講習会や講座への参加者が増え、緑化推進のための活動
拠点として活用されてる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

育苗園が実施する各事業について

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

花苗、樹木育成用緑化資材の購入や、講習会等に係る印刷物を作成する。ま
た、花苗等の育成、移植などの作業を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市内緑化推進に資するための花苗の育成管理や、講習会等が適切に運営できる
周辺環境を整えた状態にする。

3,6812,4812,326

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,426

財　

源　

内　

訳

□拡充

緑化推進活動に欠かせない事業であり、市内公共施設に花苗等を植栽すること
により、緑化が図られていくと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,326

そ の 他 特 財 900

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 育苗園管理運営事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園管理事業に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０９公園費

細  目 ００５公園管理事業に要する一般的経
費

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

開発に伴う小規模公園が年間数件ずつ増えるとともに、公園に対する市民ニー
ズは多様化する中、公園の維持管理に係る職員や予算は減少する傾向にある。
より適正かつ効率的な管理がますます必要となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内都市公園

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

公園行政に係る研修会や、協議会、委託業務

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

公園を適正に管理する状態にしておく。

2,1331,9551,961

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,961

財　

源　

内　

訳

□拡充

公園行政を行う上では各団体や研修会の情報は不可欠であり、今後も現状を維
持していく必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,961

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園管理事業に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地募集に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 昭和63年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 １１公園墓地造成事業特別会計　　　

款 ０１総務費

項 ０１総務管理費

目 ０１一般管理費

細  目 ０１０公園墓地募集に要する一般的経
費

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市日光山墓園の設置及び管理に関する条例、加古川市日光山墓園の設置
及び管理に関する条例施行規則

現 状 と 課 題

一般墓地の需要は依然としてある一方で、核家族化の進展に伴う承継者の問題
等により、墓地に対する市民ニーズは多様化している。また、合葬式墓地など
新しい形態の墓地も少しずつ増えてきており、個人での維持管理を要さない墓
地に対するニーズは、今後ますます高まるものと予想される。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

墓地を必要としている人

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

新聞広告、チラシの配布

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

周知が図られる

679790745

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

■拡充

公共が経営する公園墓地はその運営財源を利用者から受けることで健全化を
図っていく必要がある。そのために利用者を広く募る事が要求され、申し込み
やすい環境を整え、種々のメディアを活用しＰＲを続けていく必要がある。ま
た、合葬式墓地の開設に伴い今後ＰＲ費用も拡充する必要がある。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 745

そ の 他 特 財 745

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地募集に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日光山墓園臨時バス運行補助事
業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成14年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 １１公園墓地造成事業特別会計　　　

款 ０１総務費

項 ０１総務管理費

目 ０１一般管理費

細  目 ０１０公園墓地募集に要する一般的経
費

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市日光山墓園臨時バス路線運行補助金交付要綱

現 状 と 課 題

開園から２７年が過ぎ、約６，５００区画の墓地貸付が済んでいるが、施設の
周辺環境は市北部の農村環境であり、公共交通機関の整備は進んでいない。さ
らに、墓参者の高齢化も進み、平成１６年度７９０人から平成２５年度では約
２倍の１，５２７人が臨時バスを利用している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

日光山墓園への墓参者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

路線バス事業者に対して、臨時バス路線運行補助金を交付し、墓参者に必要な
バス路線を設置する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

墓参者の交通手段を確保する。

477446474

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

本事業は、日光山墓園墓参者の利便性向上のために実施しており、高齢化が急
速に進展するなかにあって、自動車以外での墓参手段として、是非とも必要で
あると考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 474

そ の 他 特 財 474

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日光山墓園臨時バス運行補助事
業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 緑化推進事業に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ００５緑化推進事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

地域での緑化活動については、高齢化の影響で担い手が減る傾向にある一方
で、趣味として園芸を楽しむ人々は増加の傾向にあると思われる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

公共施設、民有地及び市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

植樹祭の開催、記念樹の配布を行なう。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の緑化意識の高揚を図るとともに、市内の緑化を促進する。

1,0751,0291,170

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 10

地 方 債

一 般 財 源 1,160

財　

源　

内　

訳

□拡充

毎年事業を行っていく中で、大変好評を得ており緑化意識の高揚が図れている
と考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,170

そ の 他 特 財 0

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 緑化推進事業に要する一般的経
費

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 育苗園維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ０１５育苗園管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

当初はレンタルであった講習会場も買取することで堅牢な施設として改築し、
講習会や作業するのに良好な環境に変わっている。一方、従来からの建物は老
朽化が進み数年後には補修が必要な時期が来ると思われます。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

育苗園の建物や管理する花苗、樹木等管理下にある施設

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

建物のセキュリティーは機械警備によって行い、施設の清掃や園周辺の草刈、
花苗の潅水などはシルバー人材センターへ委託する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

育苗園を適切に維持することによって、講習会や、講座の適切な運営、また、
花苗の無料配布事業を順調に行える状態に維持していく。

2,7104,2324,153

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,553

財　

源　

内　

訳

□拡充

この施設は、講習会や講座が実施される場として提供されており、関連施設が
適切に管理されていなければ、その目的達成度は低くなる。よって、適切に維
持補修を行いながら、良好な施設環境の下で事業も行いたいと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,153

そ の 他 特 財 2,600

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 育苗園維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０９公園費

細  目 ０１０公園維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市公園法　第二章　都市公園の設置及び管理　第二条の二（都市公園の管
理）

現 状 と 課 題

現在では、昭和の開発地域の高齢化に伴い既存公園周辺に児童がいなくなって
きている。一方、グランドゴルフができる広さの公園の利用は盛んに行なわれ
ています。また、約１５０の公園が開設から３０年以上経過しており、計画的
に施設の更新を進めていくことが必要となっています。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

都市公園

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

草刈、剪定、施設修繕

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

安全快適な公園を維持する。

199,553205,592198,528

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 190,775

財　

源　

内　

訳

□拡充

日常維持管理行為のため、年々管理物件が多くなり、維持管理業務は増えてい
くと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 198,528

そ の 他 特 財 7,753

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 昭和63年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 １１公園墓地造成事業特別会計　　　

款 ０１総務費

項 ０１総務管理費

目 ０１一般管理費

細  目 ００５公園墓地管理事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市日光山墓園の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

開園後２７年が経過し、整備墓園面積の増大及び樹木等が成長する中で園内清
掃や剪定等管理業務が増大している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

日光山墓園と管理事務所

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

管理事務所の警備、墓園内の清掃や樹木の剪定伐採を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

公営墓地としての快適な環境を維持保全し、さらなる貸付促進を図る。

8,3779,9609,760

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

開園後２７年が経過し、今後は整備墓園面積の増大及び樹木等が成長する中で
園内清掃や剪定等管理業務が増大していくものと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 9,760

そ の 他 特 財 9,760

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地管理事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 昭和63年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 １１公園墓地造成事業特別会計　　　

款 ０１総務費

項 ０１総務管理費

目 ０１一般管理費

細  目 ００５公園墓地管理事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市日光山墓園の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

開園後２７年が経過し、墓園内及び管理事務所において、施設の老朽化が進ん
でおり、今後計画的な補修が必要である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

日光山墓園と管理事務所

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

光熱水費等必要な経費の支出

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

日光山墓園と管理事務所の良好な維持管理を図る。

2,7145,8922,135

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

開園後２７年が経過し、墓園内及び管理事務所において施設の老朽化が進んで
おり、修繕等の維持管理が必要でコスト増が見込まれる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,135

そ の 他 特 財 2,135

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公園墓地管理事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川みどりの会運営事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ０１０加古川みどりの会運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

僅かずつではあるが、個人会員が減少傾向にあることから、より広く会の目的
や活動についてＰＲをしていく必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

花やみどり、自然保護に関心をもつ市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川みどりの会への人的支援の他、補助金の支出

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川みどりの会の活動支援を通して、市民の手による植栽活動の促進や市民
の緑化意識の高揚を図る。

8001,109800

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 800

財　

源　

内　

訳

□拡充

地域団体の緑化事業への補助、公共施設等への植樹、緑化貢献団体への表彰、
緑化推進ポスターや標語の募集、植樹祭など市との共催イベントの開催などを
毎年実施している。また、今後の更なる取り組みとして、会のＰＲをはじめ、
花やみどりに関する市民への情報提供等を行うことができればと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 800

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川みどりの会運営事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

件

本

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

26,83026,70026,800

成 果 指 標
分 析 結 果

花いっぱい活動事業補助金については、平成２７年度は１８団体へ助成となったが、年間
２０団体程度を目処に助成を行う。また、緑化事業委託については、平成２６年度で終了し
ている。

加古川みどりの会への
補助金額

円 800,000800,000800,000

加古川みどりの会への
緑化事業委託金額

円 0309,0000

活 動 指 標
分 析 結 果

市からの補助金・委託金については、加古川みどりの会の収入の約
４割を占める重要なもので、会の運営に不可欠なものである。な
お、金額については、会の事業規模を考えると妥当なものと考え
る。

花いっぱい活動事業補
助金交付団体件数

目 標 値

20

目標年度

平成27
年度

202018

植樹本数 20平成27
年度

35394

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 花とみどりのフェスティバル事
業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成2年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ００５緑化推進事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市緑地法、みどりの月間（平成１８年８月８日閣議決定）

現 状 と 課 題

成熟社会を迎え、やすらぎや癒しを求める人々はますます増加傾向にあり、自
然やみどりの環境に対する関心は高まっている。２０年以上にわたり開催され
ているが、毎年、のべ１５０００人程度の来場者があり、緑化イベントとして
定着している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

緑化貢献団体や緑化ポスター・緑化標語優秀作品の表彰、緑化活動市民団体等
による花苗等の販売、花や野菜苗のポットあげ体験、苔玉作り、子どもむけの
寄せ植えなどの体験学習コーナー、日岡山公園内を使ってのスタンプラリーの
実施、ガーデニング展等の開催、生け花や盆栽の展示、緑化相談等を行う「花
とみどりのフェスティバル」を開催する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

日岡山公園の緑を体感し、体験学習に参加するなかで、緑化意識を高める。ま
た、緑化活動や緑地保全に関する市民意識の高揚を図るとともに、植栽など緑
化活動を実践する市民の裾野の拡大を図り、緑化推進団体や市民ボランティア
との協働を深めることで、緑化推進を担う人材の育成や発掘を図る。

5,4555,4735,267

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 567

財　

源　

内　

訳

□拡充

広く市民に浸透した事業であり、毎年多くの来場者を得ていることから、今後
もより市民との協働を発展・進化させながら事業を継続していけば、事業目的
に対する成果は着実に得られるものと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,267

そ の 他 特 財 4,700

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 花とみどりのフェスティバル事
業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

人

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

26,83026,70026,800

成 果 指 標
分 析 結 果

市民に定着しているイベントであり、来場者数・市民ボランティア数についても大きな変動
はないことから、今後も事業を継続していくことが、広く緑化推進に関する市民意識の高揚
に寄与する事業であると考える。

花とみどりのフェス
ティバル開催日数

日 222

活 動 指 標
分 析 結 果

開催期間については、毎年４月２８日、２９日の２日間で開催する
ことで市民にも定着していること、また２日間を１日に変更しても
予算的には差がないこと、また３日間にすると職員等スタッフの負
担増を考えると、当面の間は現状の２日間での実施が適当と考え
る。

花とみどりのフェス
ティバル来場者数

目 標 値

15,000

目標年度

平成27
年度

15,0002,40010,000

花とみどりのフェス
ティバル市民ボラン
ティア数

310平成27
年度

310310310

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 花とみどりのまち推進事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 １１緑化推進事業費

細  目 ０２０花とみどりのまち推進事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

開設以来、３７４名の修了生が花とみどりのまちづくりリーダーとして登録し
ている。また、修了生によりＮＰＯ法人加古川緑花クラブが組織され、現在、
約１３５名の修了生が会員となって緑化活動を行っている。なお、開講当初に
比べ、受講生がやや減少傾向にあることが課題である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

花や緑、緑化に関心を持つ市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

花と緑のリーダー養成講座の開設及び緑化相談を実施

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

花、緑化に関する専門的な講座を開設したり、専門員による緑化相談を実施す
ることにより、緑化の知識や技術を取得させる

6,0326,0485,969

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,070

財　

源　

内　

訳

□拡充

市内緑化推進を図るため、知識や技術を修得する人材育成の場として、本事業
は必要であり、継続して行くことによって市内緑化が推進されると考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,969

そ の 他 特 財 3,899

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 花とみどりのまち推進事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

人

件

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

268,390267,000268,000

成 果 指 標
分 析 結 果

花とみどりのまちづくりリーダー養成講座参加者は減少傾向にあるものの、緑化相談件数、
花とみどりの講習会参加者数ともに多数を維持しており、妥当なものと考える。

花とみどりのまちづく
り講座開催数

回 555046

緑化相談開設日数 日 143132119

花とみどりの講習会開
催数

回 242223

活 動 指 標
分 析 結 果

花とみどりのまちづくりリーダー養成講座については、リーダーを
養成するため必要なカリキュラムとなっている。また、緑化相談の
開設日や花とみどりの講習会の開催数については、相談件数や参加
者数から妥当なものと考える。

リーダー養成講座受講
者数

目 標 値

50

目標年度

平成27
年度

413773

緑化相談件数 400平成27
年度

671396279

花とみどりの講習会参
加者数

480平成27
年度

354383329

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 権現総合公園整備事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成26年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０９公園費

細  目 ０１５公園建設事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

キャンプ場をＰＲするとともに、植樹祭の実施、権現湖湖面利用においては、
公園利用についてもタイアップする等の運用幅を広げてきている。散策利用や
サイクリング者も増えてきている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

権現総合公園を利用する市民及び山陽自動車道利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

権現総合公園整備事業実施にあたり、ＰＰＰ、ＰＦＩ等の民間活力の導入を計
画する中で、導入可能性調査の基となるマーケットサウンディング等を実施す
る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

子育て世代のみならず、すべての世代が身近な自然の中で１日憩いとくつろぎ
の時間をすごすことができる空間を創出する。

4,6915,774

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,774

財　

源　

内　

訳

□拡充

市民アンケートをもとに自然を生かし、１日過ごすことのできる公園の整備
は、全世代を通して望まれていることや、加古川市には特に子育て世代が、遊
べる公園が少ないことから必要な公園整備である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,774

そ の 他 特 財

平成36年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 権現総合公園整備事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

％

対 象 指 標 名

事業進捗率 4045

成 果 指 標
分 析 結 果

事業実施に必要な基準点測量及び、一部現況測量を実施した。

権現キャンプ場利用客
数

人 4,1955,981

活 動 指 標
分 析 結 果

権現キャンプ場利用客数は、昨年度比４２．６％上昇している。今
後とも、権現総合公園の知名度と必要性をアピールしていきたい。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成36
年度

4045

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

％

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合葬式墓地整備事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０４水と緑の空間を形成する

事 業 実 施 期 間 平成24年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

会  計 １１公園墓地造成事業特別会計　　　

款 ０２土地造成費

項 ０１造成費

目 ０１造成費

細  目 ００５公園墓地造成事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、墓地、埋葬等に関する法律

現 状 と 課 題

市民アンケートから必要性を確認し、基本計画策定の中で、日光山墓園内での
建設候補地及び収容戸数を決定し、詳細設計を経て工事施工中。運用面の準備
では、条例及び規則の変更を進める。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

核家族化や少子化により、墓地の継承者がいなくなってきていること、及び昨
今の経済情勢の悪化から一般墓地購入に比べ、安価な合葬式墓地への市民ニー
ズが高まってきていることから公営墓地を希望される市民を対象とする。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

２４年度に基本計画策定業務を実施し、墓園全体の管理運営計画と併せ、運営
方法・収納規模を策定。２５年度は詳細設計を実施。２７～２８年度に建設事
業に着工、併せて運営開始に向けた条例制定を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

子供がいない家庭や、子供に墓の管理負担を掛けさせたくない市民に対し、合
葬式墓地を供給できるとともに、一般墓地とあわせ、将来の市の墓地区画の安
定した供給を図る。

6,51068,900

国 庫 支 出 金 0

県 支 出 金 0

地 方 債 68,900

一 般 財 源 0

財　

源　

内　

訳

■拡充

核家族化や少子化による墓地継承への不安及び経済的な不安から比較的安価な
合葬式墓地への市民ニーズが高まってきており、一般墓地に加えて合葬式墓地
の整備が必要である。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 68,900

そ の 他 特 財 0

平成28年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 合葬式墓地整備事業 部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

％

対 象 指 標 名

加古川市世帯数 102,287104,364

加古川市死亡者数 人 2,3682,396

成 果 指 標
分 析 結 果

合葬式墓地建設に着工し、２カ年施工を進め、平成２８年８月末の完成に向け事業は順調に
進捗している。

設計委託発注件数 件 12

工事発注件数 件 03

活 動 指 標
分 析 結 果

合葬式墓地建設の建築工事、施設工事。また、関連する一般墓地の
最終区画の整備工事３件を発注し、２８年度完成を目指す。

整備率

目 標 値

100

目標年度

平成28
年度

550

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

世帯

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位


